
 

 

                        

      
 
 
 
 
 
 
 

    
十
字
（
む
し
も
ち
）
一
百
枚
・か

し
（
菓
子
）
ひ
と
こ
（
一
籠
）
給
び
了

ん
ぬ
。正
月
の
一
日
は
日
の
は
じ
め
、

月
の
始
め
、
と
し
の
は
じ
め
、
春
の
始

め
。此
を
も
て
な
す
人
は
月
の
西
よ

り
東
を
さ
し
て
み
つ
が
ご
と
く
。日
の

東
よ
り
西
へわ
た
り
て
あ
き
ら
か
な
る

が
ご
と
く
。と
く
（
徳
）
も
ま
さ
り
人

に
も
あ
い
せ
ら
れ
候
な
り 

 

（
重
須
殿
女
房
御
返
事
） 

 

癸
巳
歳
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
賀
詞
を
言
上
し
、
心
か
ら

御
悦
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

    

昨
年
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
よ

り
、
當
山
の
護
持
興
隆
の
為
、

や
宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶

讃
記
念
事
業
な
ど
の
ご
浄
財

喜
捨
や
、
順
忠
院
日
貫
上
人
の

内
室
坊
守
「
順
教
院
日
英
法
尼 

花
田
英
」
霊
位
の
本
葬
儀
の
ご

厚
志
を
賜
り
、
又
、
諸
行
事
の

ご
奉
仕
な
ど
、
種
々
の
高
配
に

対
し
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

    
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
は
、
新
年

に
つ
い
て
、
重
須
殿
女
房
殿
へ

宛
て
ら
れ
た
御
書
で
は
、
正
月

の
初
め
に
大
聖
人
様
に
御
供

養
申
し
上
げ
た
重
須
殿
女
房

の
信
心
を
め
で
ら
れ
、「
日
の
は

じ
め
、
月
の
始
め
、
と
し
の
は
じ
め
、

春
の
始
め
」
な
ど
、
一
年
の
一

切
の
初
め
で
あ
る
正
月
を
大

切
に
迎
え
る
人
は
、
そ
の
志
に

よ
っ
て
自
身
の
福
徳
を
豊
か

に
す
る
と
共
に
、
人
か
ら
も
愛

さ
れ
慕
わ
れ
て
い
く
こ
と
を

述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
新
し
い
年

を
迎
え
た
も
の
の
若
く
し
て

亡
く
な
っ
た
子
供
が
還
る
こ

と
は
な
く
、
人
生
の
無
常
さ
を

の
べ
ら
れ
た
後
に
、
法
華
経
の

信
仰
を
磨
い
て
行
か
れ
る
な

ら
ば
、
必
ず
霊
山
（
り
ょ
う
ぜ

ん
）
浄
土
で
子
供
と
相
ま
み
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
仰
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
と

き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
亡
く

な
っ
た
後
に
も
な
お
深
い
愛

情
を
抱
い
て
い
る
母
親
の
心

中
を
思
わ
れ
て
、
諄
々
と
示
さ

れ
る
お
言
葉
に
仏
の
道
に
お

け
る
温
か
い
情
愛
が
し
の
ば
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れ
ま
す
。 

御
降
誕
七
九
二
年
目
の
正

月
は
「
心
機
一
転
」
の
時
で
、

真
新
し
善
心
を
求
め
て
三
毒

（
貪
瞋
癡
の
醜
い
心
）
の
執
着

の
心
を
捨
去
り
た
い
も
の
、
人

は
、
陰
陽
の
善
根
功
徳
を
な
せ

ば
必
ず
さ
か
え
、
陰
徳
あ
れ
ば

陽
報
あ
り
と
、
「
現
世
安
穏
・

後
生
善
処
」
の
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
道
を
示
し
、
新
春
を
迎
え

慶
賀
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

    

さ
て
、
日
蓮
宗
宗
門
は
、
来

る
平
成
三
十
三
年
（
本
年
よ
り

八
年
後
）
に
私
達
日
蓮
宗
信
徒

は
、
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
の
御
降

誕
八
〇
〇
年
の
聖
日
を
お
迎

え
す
る
に
あ
た
り
、
総
本
山
身

延
山
を
は
じ
め
、
全
国
寺
院
に

お
い
て
も
、
日
蓮
大
聖
人
御
降

誕
八
〇
〇
年
を
お
祝
す
る
、
慶

讃
諸
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

日
蓮
大
聖
人
さ
ま
は
、
今
か

ら
約
七
百
九
十
二
年
前
の
貞

応
元
年
（
一
二
二
二
年
）
二
月

十
六
日
、
本
州
の
東
の
端
、
安

房
の
国
小
湊
（
今
の
千
葉
県
）

で
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

お
釈
迦
様
の
説
か
れ
た
「
法
華

経
」
の
真
理
を
身
を
も
っ
て
証

明
さ
れ
、
生
涯
、
お
題
目
広
宣

流
布
に
心
血
を
そ
そ
が
れ
ま

し
た
。 

一
切
衆
生
を
し
て
、
日
蓮
大

聖
人
が
身
命
を
と
し
て
命
が

け
で
弘
通
さ
れ
た
お
題
目
に

よ
っ
て
、
全
人
類
が
等
し
く
救

わ
れ
、
仏
に
な
れ
る
道
「
法
華

経
」
へ
と
開
示
悟
入
し
、
妙
法

流
布
に
挺
身
さ
れ
た
「
お
題
目

の
神
秘
」
を
頂
く
ご
縁
に
よ
っ

て
、
私
共
は
、
共
生
共
栄
の
安

穏
の
御
利
益
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

此
の
度
、
妙
教
寺
で
は
、
日

蓮
大
聖
人
様
へ
の
祖
恩
報
謝

の
一
端
に
擬
せ
ん
と
欲
し
て
、

昨
年
の
五
月
よ
り
「
御
降
誕
八

〇
〇
年
慶
讃
記
念
事
業
」
の
寄

進
勧
募
を
発
願
し
、
皆
様
方
よ

り
続
々
と
し
て
、
慶
讃
事
業
負

担
金
の
御
志
納
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。
慶
讃
委
員
会
と
し
て

は
、
本
年
四
月
よ
り
諸
工
事
に

着
工
し
た
い
と
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

檀
信
徒
の
各
位
と
共
に
異
体

同
心
し
意
を
一
つ
に
し
て
諸

事
業
の
円
成
に
向
か
っ
て
、
皆

様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
頂

き
ご
期
待
に
添
う
べ
く
精
進

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
蓮
宗
福
岡
県
管
内

に
お
い
て
も
、
そ
の
慶
節
に
向

け
て
、
福
岡
県
宗
務
所
並
び
に

福
岡
県
各
寺
院
や
東
公
園
お

銅
像
教
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

西
組
門
中
会
で
の
、
海
上
施
餓

鬼
会
や
お
題
目
の
集
い
、
な
ど

信
行
活
動
を
通
し
て
「
立
正
安 

                          

妙
教
寺
の
八
百
年
慶
讃
運
動 
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国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
で
、

「
い
の
ち
に
合
掌
」
の
信
仰
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
十
一
月
十
六
日
に
、

九
州
教
区
御
親
教
で
「
立
正
安

国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
の
教

宣
拡
張
推
進
の
た
め
、
こ
の
た

び
、
日
蓮
宗
総
本
山
で
あ
る

「
身
延
山
久
遠
寺
第
九
十
二

世
法
主
猊
下
」
が
、
博
多
の
日

蓮
大
聖
人
銅
像
護
持
教
会
ま

で
御
西
下
さ
れ
御
降
誕
八
〇

〇
年
慶
讃
記
念
信
仰
運
動
で

の
ご
教
旨
を
賜
り
ま
し
た
。 

         

法
主
猊
下
の
ご
親
教
で
は
、

宗
祖
の
「
立
正
安
国
」
の
願
い

と
は
「
法
華
経
・
お
題
目
」
信

仰
に
よ
っ
て
世
界
・
国
・
家
庭

が
安
泰
に
な
る
道
こ
そ
、
「
共

生
共
栄
」
の
心
で
あ
り
、
一
切

衆
生
の
い
の
ち
に
合
掌
す
る

「
常
不
軽
菩
薩
の
修
行
方
法
」

で
あ
る
「
但
行
礼
拝
」
を
実
践

す
る
こ
と
こ
そ
、
宗
祖
は
「
汝

す
べ
か
ら
く
一
身
の
安
堵
を
思
わ

ば
、
ま
ず
四
表
の
静
謐
を
祈
る
べ
き

も
の
か
」
と
立
正
安
国
の
願
い
で

あ
る
と
お
示
し
で
、
「
共
に
生

き
共
に
栄
え
る
心
」
こ
の
こ
と

に
思
い
を
い
た
す
こ
と
は
、
つ

ま
り
「
但
行
礼
拝
」
の
姿
で
あ

り
、
但
（
ひ
た
す
ら
に
）
、
相

手
の
人
に
礼
拝
合
掌
す
る
修

行
に
よ
っ
て
、
仏
と
成
る
よ
う

に
求
菩
薩
道
を
志
す
こ
と
で
、

自
分
の
命
を
支
え
て
く
れ
る

食
物
の
い
の
ち
に
合
掌
（
い
た

だ
き
ま
す
）
し
、
敬
い
の
心
で
、

合
掌
で
挨
拶
や
合
掌
し
あ
え

る
家
族
に
な
り
ま
し
ょ
う
と

ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
共
聖
徒
は
、
少
し
で
も
欲

望
の
三
毒
の
心
を
抑
え
、
相
手

の
心
の
癒
し
と
な
れ
る
よ
う

に
接
し
て
、
仏
さ
ま
の
よ
う
に

生
き
て
い
く
よ
う
に
、
年
頭
に

当
た
り
、
そ
の
よ
う
な
共
生
共

栄
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
但
行
礼

拝
の
信
仰
運
動
を
実
践
し
、
一

年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
た
い

も
の
で
す
。 

 

  

さ
て
、
こ
の
度
、
ご
病
気
と

ご
高
齢
を
理
由
に
、
責
任
役

員
・
護
持
会
会
長
村
上
卯
三
様

の
辞
任
に
伴
い
、
昨
年
、
本
総

代
会
を
開
き
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
、
ご
退
任
に

関
す
る
事
は
、
次
年
度
の
護
持

会
総
会
時
ま
で
、
法
人
規
則
に

則
り
、
法
人
役
員
補
欠
選
定
を

住
職
が
後
任
総
代
を
任
命
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
又
、
護
持

会
規
定
に
従
っ
て
、
護
持
会
役 

                        

護
持
会
会
長
に
感
謝 

但
行
礼
拝
の
道 

（３） 

 

内野日総法主猊下 

（日蓮宗新聞社撮影） 



員
補
充
に
つ
い
て
、
慎
重
に
討

議
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
皆
様
へ

ご
報
告
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。 皆

様
も
承
知
の
通
り
、
村
上

様
は
、
篤
き
御
信
仰
よ
っ
て
昭 

和
四
十
四
年
以
来
永
き
に
亘

り
、
護
持
会
役
員
と
し
て
御
尽

力
を
賜
り
、
殊
に
五
十
九
年
よ

り
責
任
役
員
と
護
持
会
会
長 

を
併
任
さ
れ
、
法
責
の
使
命
を

全
う
さ
れ
「
妙
教
寺
の
興
隆
発

展
」
に
尽
力
さ
れ
、
更
に
十
有

余
年
福
岡
県
西
筑
組
檀
信
徒

協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
宗

門
発
展
に
誠
心
誠
意
御
尽
力

を
賜
り
ま
し
た 

そ
の
間
、
数
々
の
事
業
推
進

や
檀
信
徒
信
行
増
進
の
教
化

指
導
な
ど
、
先
代
住
職
日
貫
上

人
や
日
賢
上
人
の
補
佐
を
献

身
的
に
勤
め
ら
れ
、
妙
教
寺
の

寺
門
興
隆
の
為
に
、
本
総
代
と

し
て
の
本
分
に
心
血
を
注
が

れ
、
報
恩
行
の
誠
を
尽
さ
れ
ま

し
た
。 

         

そ
の
、
法
績
に
た
い
し
て
、

當
山
の
特
別
永
代
経
位
に
叙

し
行
徳
を
顕
楊
せ
ん
と
欲
し
、

そ
の
法
勲
に
対
し
衷
心
よ
り

報
い
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

で
は
、
法
人
本
総
代
役
員
補

欠
補
充
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
宗

規
則
に
副
っ
て
、
妙
教
寺
住
職

代
表
役
員
の
職
務
と
し
て
、
こ

の
た
び
、
責
任
役
員
筆
頭
総
代

と
護
持
会
会
長
並
び
に
慶
讃

事
業
委
員
長
に
、
護
持
会
副
会

長
を
努
め
ら
れ
た
、
春
日
市
昇

町
地
区
の
「
植
村
俊
親
」
様
に
、

残
り
任
期
二
年
間
を
お
勤
め

い
た
だ
き
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
新
任
本
総
代
と
護
持

会
副
会
長
並
び
に
事
業
担
当

長
に
、
當
山
の
建
築
関
係
全
般

の
護
持
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
、
事
業
担
当
長
や
護
持
会
監

査
役
員
等
御
奉
仕
い
た
だ
い

て
い
る
、
太
宰
府
市
北
谷
地
区

の
「
臼
井
義
光
」
様
に
、
護
持

会
活
動
諸
般
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
、
婦
人
会
会
長
を
歴
任
さ

れ
た
、
大
野
城
市
筒
井
地
区
の

「
古
賀
静
枝
」
様
に
新
任
本
総

代
に
推
挙
申
し
上
げ
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

つ
ぎ
に
、
先
般
、
本
総
代
及

び
護
持
会
各
会
合
同
役
員
会

を
開
き
、
護
持
会
役
員
補
欠
補

充
選
定
に
関
し
て
、
護
持
会
規

約
に
そ
っ
て
登
用
す
る
に
あ

た
っ
て
、
事
務
局
よ
り
、
護
持

会
会
計
監
査
員
と
し
て
、
大
野

城
市
の
乙
金
地
区
の
「
伊
藤
靖

夫
」
様
と
春
日
市
小
倉
地
区
の

「
白
水
敏
幸
」
様
に
、
護
持
会

会
計
補
佐
に
、
春
日
市
春
日
原

地
区
の
「
城
戸
和
夫
」
様
に
、

信
行
会
会
長
に
は
、
大
野
城
市

乙
金
地
区
の
「
伊
藤
敏
夫
」
様

に
、
慶
讃
事
業
委
員
に
、
福
岡

市
地
区
の
「
三
好
康
昭
」
様
に
、

又
、
妙
教
寺
た
よ
り
の
編
集
長

に
當
山
の
「
高
野
英
典
」
執
事

長
に
就
任
の
推
薦
表
明
が
あ

り
、
全
員
一
同
の
賛
同
を
得
て

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

こ
れ
か
ら
は
、
宗
祖
御
降
誕

八
〇
〇
年
慶
讃
事
業
の
推
進

法
人
新
役
員
ご
紹
介 

（４） 

護
持
会
新
役
員
に
期
待 

当山住職より感謝状を授与された 

前村上夘三筆頭総代 



に
止
ま
ら
ず
、
當
山
の
第
五
世

日
貫
上
人
、
第
六
世
日
賢
上
人
、

順
教
院
日
英
法
尼
へ
の
ご
報

恩
と
受
止
め
、
「
自
分
達
の
寺

を
護
っ
て
行
く
、
菩
提
寺
を
護

っ
て
行
く
」
を
合
言
葉
に
、
忍

難
慈
勝
の
大
恩
に
報
い
邁
進

し
、
護
持
会
役
員
並
び
に
慶
讃

事
業
委
員
会
一
同
が
護
持
護

法
に
取
り
組
ん
で
行
く
事
を

確
認
い
た
し
た
次
第
で
す
。 

新
任
の
お
方
は
も
ち
ろ
ん
、

全
役
員
の
方
々
に
は
、
特
に
宗

門
や
お
寺
に
対
す
る
護
法
護

持
の
貢
献
度
と
信
仰
的
、
社
会

的
、
高
齢
化
時
代
の
変
革
に
、

充
分
に
対
処
出
来
え
る
御
人

格
で
あ
ら
れ
る
方
々
で
あ
り

ま
す
。 

最
後
に
、
本
総
代
並
び
に
役

員
の
任
と
は
、
日
蓮
大
聖
人
さ

ま
の
勅
命
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
、
宗
祖
の
お
言
葉
に
あ
る

よ
う
に
「
異
体
同
心
」
の
心
を

た
い
し
て
、
寺
門
興
隆
を
第
一

義
と
し
て
、
自
己
の
信
行
と
檀

信
徒
教
化
に
精
進
さ
れ
、
さ
ら

な
る
御
奉
仕
行
、
お
寺
の
年
間

行
事
及
び
信
行
会
・
婦
人
会
行

事
の
参
加
に
徹
し
て
い
か
れ

る
こ
と
と
、
固
く
信
ず
る
も
の

で
御
座
い
ま
す
。 

本
年
も
ま
た
、
檀
信
徒
の
絶

大
な
る
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

各
位
の
一
層
の
御
支
援
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

  

筆
頭
総
代
・慶
讃
事
業
委
員
長 

植
村 

俊
親 

 

日
頃
よ
り
護
持
会
会
活
動
に

対
し
御
理
解
御
協
力
頂
き
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
み
ま

す
と
、
護
持
会
の
恒
例
行
事
の
外

に
、 

※
五
月
に
は
か
ね
て
よ
り
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
、
御
降
誕
八
百
年

記
念
事
業
協
力
の
お
願
い
書
「
趣

意
書
」
を
檀
信
徒
の
皆
様
へ
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
沢
山
の

方
々
に
ご
協
力
頂
き
お
蔭
様
で
、

御
志
納
金
も
目
標
金
額
ま
で
あ

と
一
歩
の
所
ま
で
来
ま
し
た
。 

        

現
在
、
事
業
の
具
体
的
な
段

取
り
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を
重

ね
て
お
り
、
三
月
～
四
月
頃
よ
り

各
所
の
工
事
に
取
り
か
か
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

※
六
月
（
十
七
日
）
に
は
、
當
山

第
五
世
順
忠
院
日
貫
上
人
御
令

室
・順
教
院
日
英
法
尼
（花
田  

英 

様
）
が
ご
遷
化
さ
れ
十
八
日

通
夜
式
、
翌
十
九
日
密
葬
儀 

※
六
月
二
十
七
日
に
は
日
英
法

尼
を
親
の
よ
う
に
慕
っ
て
お
ら
れ

た
、
豊
橋
市
大
法
寺
御
住
職 

石

橋
卓
定
僧
正
を
御
導
師
に
お
迎

え
し
、
東
公
園
銅
像
護
持
教
会

主
管 

佐
野
前
暁
僧
正
を
は
じ

め
、
西
門
中
会
御
寺
院
・
各
ご
法

縁
の
御
寺
院
様
方
、
又
多
数
の

當
山
檀
信
徒
の
方
々
の
ご
参
列

頂
き
、
順
教
院
日
英
法
尼
様
の

本
葬
儀
が
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し

た
。 

※
八
月
十
九
日
に
は
、
盂
蘭
盆

施
餓
鬼
会
に
合
わ
せ
、
當
山
第

六
世
順
正
院
日
賢
上
人
の
、
第

十
三
回
忌
法
要
が
行
わ
れ
、
も

う
そ
ん
な
に
月
日
が
経
っ
た
か
と

思
い
、
在
り
し
日
の
日
賢
上
人
の

思
い
出
を
回
ら
せ
ま
し
た
。 

本
年
も
護
持
会
役
員
一
同
一 

（５） 

 

寒修行で団扇太鼓を叩いて 

唱題修行する植村筆頭総代 

謹
賀
新
年 



丸
と
な
り
ご
住
職
を
助
け
事
業

の
円
成
と
妙
教
寺
の
発
展
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
も
檀
信
徒
皆

様
方
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

婦
人
会
会
長 

古
賀 

静
枝 

謹
ん
で
新
春
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
、
今
年
五
月
を
も
ち
ま
し

て
最
後
の
お
勤
め
に
な
り
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
御
協
力
御

支
援
下
さ
い
ま
し
て
心
よ
り
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
日

蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年
記
念

事
業
運
動
に
も
心
温
ま
る
御
志

納
金
を
頂
き
ま
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

次
期
会
長
を
、
昨
年
よ
り
婦
人

会
副
会
長
と
会
計
監
査
を
お

務
め
頂
い
て
お
り
ま
す
仲
畑
地

区
の
、
村
上
英
子
様
に
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
新
会
長
を
中
心
に
皆
様

方
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

扨
、
寒
い
折
今
年
も
例
年
の

よ
う
に
寒
修
行
を
一
月
二
十
日

に
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
が
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

何
事
も
皆
様
の
御
協
力
が
な

け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様
の

御
恩
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
、

陰
乍
ら
出
来
る
限
り
協
力
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

寒
い
中
御
身
体
を
く
れ
ぐ
れ

も
お
大
事
に
し
て
下
さ
い
。
皆

様
と
共
に
妙
教
寺
発
展
の
為
、

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

      

信
行
会
会
長 

伊
藤 

敏
夫 

 

昨
年
十
一
月
十
六
日
、
福
岡

市
日
蓮
聖
人
銅
像
護
持
教
会 

に
身
延
山
高
校
仏
教
コ
ー
ス
生

徒
並
に
僧
道
実
修
生
を
中
心
に

約
三
十
名
の
久
遠
寺
の
布
教
隊

を
伴
わ
れ
内
野
日
総
法
主
猊 

         

      

下
が
お
み
え
に
な
り
、
御
親
教

法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。 

本
堂
周
辺
を
三
十
名
が
木

鉦
と
団
扇
太
鼓
を
た
た
い
て
銅

像
前
で
唱
題
し
な
が
ら
集
ま
り
、

内
野
法
主
猊
下
を
迎
え
し
大
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

本
堂
に
入
ら
れ
道
場
偈
・
三

宝
礼
・開
経
偈
・方
便
品
・自
我 

偈
・如
説
修
行
抄
・唱
題
・宝
塔 

偈
の
順
に
法
要
が
進
み
ま
し

た
。 本

堂
に
は
福
岡
県
を
は
じ
め

と
し
て
、
長
崎
・
佐
賀
・
熊
本
県

か
ら
約
七
百
名
の
檀
信
徒
の

方
々
が
参
加
さ
れ
将
来
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
盛
大
な
大
法
要

で
し
た
。 

 

（６） 

総
本
山 

身
延
山 

久
遠
寺 

九
州
御
親
教
法
要 

内
野
日
総
法
主
猊
下
を 

お
迎
え
し
て 

唱題行脚する布教隊 



          

そ
し
て
、
内
野
法
主
猊
下
が

参
列
者
全
員
に
「
共
生
共
栄
」

と
書
か
れ
た
色
紙
を
渡
さ
れ
、

法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
一
層

の
精
進
に
期
待
し
ま
す
と
の
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
は
、
仏
壇
の
前
に
置
き
、

毎
日
拝
礼
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
家
内
が
拝
む
と
「心

が
す
っ
き
り
し
て
、
わ
だ
か
ま
り

が
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

前
向
き
な
心
の
変
化
が
う
ま
れ

ま
す
」と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。 

東
公
園
の
日
蓮
大
聖
人
の
御
銅

像
は
、
竣
工
し
て
百
八
年
経
ち
、

国
民
が
お
互
い
に
助
け
合
い
皆

が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

雨
の
日
も
、
風
の
日
も
両
手
を

差
し
伸
べ
て
私
達
を
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
様
な
環
境
の
中
で
お
題

目
の
唱
題
は
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

お
施
餓
鬼
法
要
の
最
低
必
要
な

お
つ
と
め
の
お
経
文
の
半
分
位

し
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
少
し
で

も
沢
山
の
お
経
を
覚
え
お
唱
え
、

す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
祖
供
養

が
で
き
、
自
分
の
心
が
和
ら
ぎ

皆
様
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持

て
た
ら
い
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨

年
末
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
様

に
、
信
行
会
で
は
一
月
と
八
月

を
除
い
て
十
ヶ
月
間
第
一
日
曜

日
祈
祷
祭
終
了
後
正
午
よ
り

法
話
他
勉
強
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
十
二
月
は

特
別
講
演
と
な
り
ま
す
）
参
加

者
も
高
齢
に
な
り
病
気
等
で
出

席
で
き
な
い
方
も
お
ら
れ
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

       

日
蓮
大
聖
人
は
、
諸
法
実
相

抄
の
中
で
「
行
学
の
二
道
を
は
げ

み
候
べ
し
、
行
学
た
え
な
ば
仏

法
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
教
示
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
折
角
作
ら
れ
た
信
行
会
を

有
意
義
な
も
の
と
し
又
、
少
し

で
も
活
気
づ
け
る
為
に
私
自
身

も
檀
信
徒
の
皆
様
と
一
緒
に
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
お

気
軽
に
参
加
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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仏
一
代
の
肝
心
は
法
華
経

で
あ
り
、
法
華
経
の
修
行
の
肝

心
は
不
軽
品
で
あ
る
。
不
軽
菩

薩
が
路
上
に
立
っ
て
通
行
人

を
礼
拝
し
た
の
は
何
の
た
め

で
あ
っ
た
の
か
。 

教
主
釈
尊
の
出
世
の
本
懐

は
、
こ
う
し
た
人
と
し
て
の
平

素
の
行
動
を
教
え
た
も
の
で

あ
る
。
よ
く
よ
く
お
考
え
に
な

ら
れ
よ
。 

賢
い
も
の
を
人
と
言
い
、
愚

か
な
も
の
を
畜
生
と
い
う
の

で
あ
る
。 

       
最
近
よ
く
話
題
に
な
っ
て

い
る
「
い
じ
め
問
題
」
、
学
校

の
み
な
ら
ず
会
社
・
地
域
社
会

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
他
に
も
、

Ｄ
Ｖ(

家
庭
内
に
お
け
る
パ
ー

ト
ナ
ー
間
に
お
け
る
暴
力
行

為)

、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
等
な
ど
、

ど
れ
も
強
い
立
場
の
者
が
弱

い
立
場
の
者
を
精
神
的
・
肉
体

的
に
傷
つ
け
る
行
為
で
あ
る
。 

よ
く
、
義
理
・
人
情
を
わ
き

ま
え
な
い
乱
暴
で
不
道
徳
な

人
間
の
事
を
動
物
に
も
劣
る

「
獣(

け
だ
も
の)

」
と
言
う
。

畜
生
と
い
わ
れ
る
動
物
に
も

ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
を
守
る

限
り
「
い
じ
め
」
と
か
「
虐
待
」

な
ど
は
な
い
。 

人
の
心
は
厄
介
な
も
の
で

地
獄
の
心
か
ら
仏
様
の
心
ま

で
あ
る
恐
ろ
し
い
生
き
物
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
人
の
心
の

道
案
内
と
し
て
法
華
経
の
教

え
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。 

こ
こ
に
挙
げ
た
「
崇
峻
天
皇

 

崇
峻
天
皇
御
書 

一
代
の
肝
心

か
ん
じ
ん

は
法
華
経
、 

法
華
経
の
修
行
の
肝
心
は 

不
軽
品

ふ
き
ょ
う
ほ
ん

に
て
候
な
り
。 

不
軽
菩
薩
の
人
を
敬
ひ
し
は 

い
か
な
る
事
ぞ
。 

教
主

き
ょ
う
し
ゅ

釈
尊
の
出
世

し
ゅ
っ
せ

の
本
懐

ほ
ん
か
い

は 

人
の
振
舞
に
て
候
け
る
ぞ
。 

あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。 

賢
き
を
人
と
い
ひ
、 

は
か
な
き
を
畜ち

く

と
い
ふ 

（
建
治
三
年 

聖
寿
五
十
六
歳 

） 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

⑩ 

（１０） 

常不軽菩薩像 

現

代

語

訳 



御
書
」
の
中
に
出
ら
れ
る
常
不

軽
菩
薩
は
出
会
う
人
す
べ
て

(

四
衆)
に
対
し
て
「
我
深
く
汝

等
を
敬
う
。
敢(

あ
え)

て
軽
慢 

(

き
ょ
う
ま
ん)
せ
ず
。
所
以

(

ゆ
え)

は
何(

い
か)
ん
。
汝
等

(

な
ん
だ
ち)

皆
菩
薩
の
道
を

行
じ
て
当
に
作
仏
す
る
こ
と

を
得
べ
し
」
と
い
う
言
葉
を
も

っ
て
礼
拝
し
、
菩
薩
道
を
行
じ

て
、
そ
の
結
果
い
ず
れ
の
時
に

か
必
ず
成
仏
す
る
と
い
う
こ

と
を
根
拠
と
し
、
礼
拝
を
続
け

ま
し
た
。 

      

◆
人
の
欲
望
の
数
だ
け 

「願
い
」は
あ
り
ま
す
が
・・・ 

私
た
ち
が
ふ
つ
う
祈
願
・
祈

祷
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
ご
守 

ま
さ
し
く
現
代
社
会
に
最

も
欠
け
て
い
る
、
相
手
に
対
し

て
の
「
敬
い
の
心
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
特
に
私
達
法
華

経
を
信
奉
し
、
日
蓮
聖
人
の
末

弟
子
で
あ
る
私
た
ち
は
、
但
行

礼
拝
の
精
神
を
も
っ
て
「
合
掌

礼
拝
」
を
実
践
し
、
自
ら
の
慢

心
を
改
め
、
ま
わ
り
の
人
達
に

も
こ
れ
を
進
め
る
べ
く
活
動

を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

（各
資
料
書
参
考
） 

     

護
神
や
あ
る
い
は
お
祖
師
さ
ま

に
た
い
し
て
、
病
気
が
治
る
よ

う
に
、
心
願
が
か
な
う
よ
う
に

な
ど
と
、
お
願
い
す
る
こ
と
を

さ
し
て
い
ま
す
。 

病
気
で
寝
こ
ん
で
し
ま
っ
て

は
仕
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
妻
子

を
養
っ
て
い
く
こ
と
も
か
な
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
当
病
平

癒(

現
在
か
か
っ
て
い
る
病
気

が
治
る)

を
願
っ
て
諸
仏
・
諸
天

に
祈
る
こ
と
は
、
切
実
な
問
題 

で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
病
気

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
健
康

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
と
、
身

体
健
全
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
い
よ
い
よ
熱
心
に
信
仰
に

励
む
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
だ
け
で
は
い
つ

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
と
も
か

ぎ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
交
通
安
全

を
祈
り
ま
す
。
商
売
が
順
調
で

あ
る
よ
う
に
と
、
商
売
繁
盛
、

子
供
の
行
末
を
考
え
た
ら
、
受

験
合
格
に
良
縁
成
就
、
そ
れ
だ

け
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ず
に
、

家
門
繁
栄
、
子
孫
長
久
…
。
こ

れ
で
は
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

考
え
て
み
る
と
、
守
護
神
へ 

                        

（１１） 

祈
願
・
祈
禱
と
は 

な
ん
で
し
ょ
う
か 

信 

行 

会 

よ 

り 



の
お
願
い
と
い
う
も
の
は
、
人

の
欲
望
の
数
だ
け
あ
る
は
ず
で

す
。
信
仰
す
る
と
い
う
こ
と
が

守
護
神
に
お
願
い
す
る
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
、
信
仰
と
は
欲
望

を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
手
段
に

す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
こ
か
へ
ん
で
す
ね
。 

 

◆
本
当
の
信
仰
に
よ
る 

祈
願
と
は
？ 

そ
れ
で
は
、
本
当
の
信
仰
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し

ょ
う
か
。
本
当
の
信
仰
に
よ
る
、

祈
願
・
祈
祷
と
は
ど
ん
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。 

宗
祖
、
日
蓮
大
聖
人
も
、
祈

祷
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
四
条

金
吾
夫
妻
と
そ
の
子
に
お
守
り

や
護
符
を
授
け
、
あ
る
い
は
厄

除
け
の
祈
祷
を
修
し
た
り
、
厄

年
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
た
り

な
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
文
永

元
年(

一
二
六
四)

、
房
州
小
湊

の
母
を
訪
ね
ら
れ
た
と
き
、
母

は
ち
ょ
う
ど
病
気
の
た
め
息
を

引
き
取
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
大

聖
人
は
母
の
命
を
引
き
戻
し
た

ま
え
と
祈
り
、
そ
の
効
験
は
著

し
く
、
母
は
息
を
吹
き
返
し
て
、

さ
ら
に
四
ヵ
年
の
寿
命
を
な
が

ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

           

こ
の
こ
と
は
『
可
延
定
業
御
書
』

と
い
う
、
大
聖
人
御
真
筆
の
御

書
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
よ
く

し
ら
れ
て
い
ま
す
。 

聖
人
は
『
祈
祷
鈔
』
に
、 

 

「
大
地
は
指
さ
ば
は
づ
る
る
と
も
、

虚
空
を
つ
な
ぐ
者
は
あ
り
と
も
、

潮
の
み
ち
ひ
ぬ
事
は
あ
り
と
も
、
日

は
西
よ
り
出
る
と
も
、
法
華
経
の

行
者
の
祈
の
か
な
は
ぬ
事
は
あ
る

べ
か
ら
ず
。
法
華
経
の
行
者
を
諸

の
菩
薩
・人
天
・八
部
等
、
二
聖
・

二
天
・十
羅
刹
等
、
千
に
一
も

来
て
ま
ほ
り
給
は
ぬ
事
侍
ら
ば
、

上
は
釈
迦
諸
仏
を
あ
な
づ
り
奉

り
、
下
は
九
界
を
た
ぼ
ら
か
す
失

あ
り
。
行
者
は
必
不
実
な
り
と
も

智
慧
は
を
ろ
か
な
り
と
も
、
身
は

不
浄
な
り
と
も
、
戒
徳
は
備
へ
ず

と
も
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
さ

ば
必
守
護
し
給
べ
し
。(

中
略)

 

と
く
と
く
利
生
を
さ
づ
け
給
へ
と

強
盛
に
申
な
ら
ば
、
い
か
で
か
祈
の

か
な
は
ざ
る
べ
き
。」 

と
、
法
華
経
・
お
題
目
を
ひ
た

す
ら
信
じ
て
、
利
益
を
授
け
給

え
と
申
す
な
ら
、
法
華
経
の
行

者
の
祈
り
の
か
な
わ
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
と
、
説
か
れ
て
い 

                        

（１２） 

慈母の治病を祈られる日蓮大聖人 



ま
す
。
」
こ
こ
で
肝
要
な
こ
と
は
、

「
法
華
経
の
行
者
の
祈
り
」
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

   

正
し
い
信
仰
を
も
っ
た
法
華

経
の
行
者
の
祈
り
は
確
か
に
か

な
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
い
ま
す
と
、
法
華
経
の

行
者
は
仏
の
理
想
を
我
が
理
想

と
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

励
む
人
で
あ
り
ま
す
。
仏
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
苦
を
超
越
し
た
人
で

あ
り
、
周
囲
に
幸
福
を
も
た
ら

す
人
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
仏
に
す
べ
て
の
人
が

な
る
こ
と
こ
そ
法
華
経
の
理
想 

な
の
で
す
か
ら
、
諸
仏
・
諸
天

が
こ
の
行
者
を
守
護
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
諸
仏
・
諸
天
の
つ
と
め
と

も
い
え
る
わ
け
で
す
。 

私
た
ち
は
い
つ
か
は
死
に
ま

す
。
延
命
を
ど
ん
な
に
祈
っ
て

み
て
も
、
永
久
に
生
き
続
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
事

故
で
失
っ
た
足
が
再
び
生
え
て

く
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
で
し

ょ
う
。
ご
祈
祷
は
絶
対
的
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ご
祈
祷

は
意
味
の
な
い
も
の
だ
と
い
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
の
代

わ
り
に
な
る
も
の
を
授
け
て
い

た
だ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

不
自
由
さ
を
感
じ
な
い
生
活
を

与
え
て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
あ
る
い
は
不
自
由
を
克

服
す
る
、
大
い
な
る
自
由
の
心

を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
精
神
的
に
か
、

物
質
的
に
か
、
目
に
見
え
る
か

た
ち
で
か
、
見
え
な
い
も
の
で

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
か
な

ら
ず
や
ご
守
護
は
あ
り
、
祈
り

は
成
就
さ
れ
る
の
で
す
。
日
蓮

聖
人
は
「
只た

だ

肝
要

か
ん
よ
う

は
こ
の
経
の

新
人
を
致
し
給
い
候
わ
ば
現
当

げ
ん
と
う

(

現
在
と
未
来)

の
諸
願
満
足
あ

る
べ
く
候
」
と
い
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

              

そ
れ
と
同
時
に
、
自
ら
苦
を

超
越
で
き
る
仏
と
な
る
よ
う
励

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
の
道
が
法
華
経
の
行
者

と
し
て
の
あ
り
方
な
の
で
す
。

法
華
経
を
信
ぜ
ず
、
た
だ
自
分

勝
手
な
幸
せ
や
商
売
繁
盛
、
病

気
平
癒
を
願
っ
て
も
か
な
え
ら

れ
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。

法
華
経
の
行
者
と
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
仏
に
な
る

た
め
の
直
道
で
あ
り
、
ま
た
守

護
の
根
源
な
の
で
す
。 

法
華
経
の
行
者
と
い
う
と
た

い
へ
ん
な
こ
と
に
お
も
い
ま
す

が
、
要
は
自
分
ひ
と
り
だ
け
の

こ
と
を
い
と
お
し
む
の
で
は
な

く
、
だ
れ
も
が
み
な
幸
福
に
な

れ
る
よ
う
に
と
心
に
願
い
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。 

祈
祷
祭
に
参
詣
の
と
き
は
、

ご
本
尊
、
ご
守
護
神
の
前
で
、

心
新
た
に
自
身
の
信
仰
の
姿
を

確
認
し
、
ま
ず
だ
れ
も
が
み
な

幸
福
に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
自

身
も
よ
り
深
い
味
わ
い
あ
る
人

生
を
送
れ
る
よ
う
お
祈
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
各
書
簡
よ
り
） 

（１３） 

法
華
経
の
行
者
の
祈
り
は 

必
ず
か
な
え
ら
れ
ま
す
。 

各家勧請の守護神様を 

祈祷する住職上人（中央） 

新春星祭りにて檀信徒の
方々に祈祷する住職上人 



         

「
こ
こ
だ
け
の
話
だ
よ
」
、
よ
く

聞
く
言
葉
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ほ

ど
い
い
加
減
な
言
葉
は
な
く
、
こ

こ
だ
け
で
納
ま
る
こ
と
は
ま
ず
稀ま

れ

で
し
ょ
う
。 

人
間
は
だ
れ
し
も
、
あ
れ
こ
れ

と
他
人
の
批
判
を
す
る
こ
と
が

好
き
な
よ
う
で
す
。
そ
の
く
せ
自

分
の
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
、
と
て

も
気
に
な
る
も
の
で
特
に
陰
口
を

言
わ
れ
る
と
何
と
も
腹
立
た
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

他
人
の
陰
口
・
悪
口
と
い
う
も

の
は
、
最
高
の
調
味
料
と
な
り
、

ど
ん
な
粗
食
で
も
ご
馳
走

ち

そ

う

に
変 

    

え
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議
で
す
。

こ
こ
で
聞
い
た
こ
と
を
ほ
か
で
話

さ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
人
に
争

い
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、

口
害
で
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
落

胆
さ
せ
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
充
分
承
知
し
て
い
る
は
ず

な
の
で
す
が
・・・・・・。 

中
国
の
諺

こ
と
わ
ざ

に
「
病
は
口
よ
り

入
り
、
禍

わ
ざ
わ
い

は
口
よ
り
い
ず
」
と
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
日
蓮
聖
人
は
『
重
須
殿

女
房
御
返
事
』
の
中
で
「
わ
ざ
わ

い
は
口
よ
り
出い

で
て
身
を
や
ぶ
る
、

さ
い
わ
い
は
心
よ
り
い
で
て
我
を

か
ざ
る
」
と
仰お

お

せ
ら
れ
、
な
ま
じ

余
計
な
こ
と
を
言
え
ば
、
そ
の
た

め
に
禍
を
招
く
も
の
で
あ
る
か
ら

気
を
つ
け
な
さ
い
、
と
諭さ

と

さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。 

世
の
中
に
は
親
し
く
つ
き
合
っ

て
い
る
う
ち
は
い
い
の
で
す
が
、
い

っ
た
ん
不
仲
に
な
る
と
途
端
に
、

相
手
の
、
あ
る
こ
と
・
無
い
こ
と
を

言
い
出
す
人
も
い
る
も
の
で
す
。

笑
い
が
オ
チ
と
な
る
罪
の
な
い
話

な
ら
い
い
の
で
す
が
、
中
傷
は
い
け

ま
せ
ん
よ
ね
。 

他
人
の
欠
点
や
過
失
を
指
摘

し
た
り
、
吹
聴
す
る
時
は
、
自
分

自
身
の
気
持
ち
に
潤
い
の
無
い
と

き
で
あ
り
、
人
を
謗そ

し

っ
た
後
は
何

と
な
く
空む

な

し
い
気
持
ち
に
な
る
も

の
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
「
口
は
禍
の

も
と
」
で
あ
り
「
沈
黙
は
金
」
な
の

で
す
。
そ
し
て
、
人
の
陰
口
や
悪

口
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
っ
と
大
切
な

の
は
聞
い
た
話
を
第
三
者
に
も
ら

さ
な
い
「
こ
こ
だ
け
の
話
」
に
し
て
、

し
ま
っ
て
お
く
こ
と
を
心
に
留
め

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

（「日
蓮
宗
テ
レ
ホ
ン
説
教
法
話
集
」よ
り
） 

                        

一

口

説

法 
「
こ
こ
だ
け
の
話
」 

(有)広栄堂龍仏具店 
      

          福岡県大野城市錦町 2-2-3 

      092-582-7676 

 
定休日/毎月 ５・15日 

各種仏壇・仏具お取り寄せ

出来ます。ご気軽にご来店

下さい。 

TEL 
FAX 

（１４） 



   

春
日
市
昇
町
地
区 植 

村 
 
 

德
め
ぐ
み 

 

十
二
月
二
十
三
日
、
お
施
餓

鬼
総
供
養
の
日
、
恒
例
の
信
行

会
主
催
に
よ
る
特
別
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
蓮

宗
霊
断
師
会
指
導
局
局
長
・
神

奈
川
県
小
田
原
市
本
典
寺
御
住

職 

戸
田
教
栄
上
人
で
す
。
た

く
さ
ん
の
檀
信
徒
の
方
と
一
緒

に
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

         

最
初
は
配
ら
れ
た
資
料
を
見

て
難
し
い
お
話
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
お
話
が
進
む
に
つ

れ
て
先
生
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
お

話
に
だ
ん
だ
ん
と
引
き
込
ま
れ
、

周
り
の
檀
信
徒
の
方
々
も
聞
き

入
る
目
が
輝
き
始
め
、
い
つ
の

間
に
か
身
を
乗
り
出
し
て
聞
い

て
お
り
ま
し
た
。 

今
回
、
お
話
を
聞
か
せ
て
頂

き
、
私
な
り
に
心
に
残
っ
た
事
、

感
じ
た
事
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き 

ま
す
。 

五
濁

ご
じ
ょ
く

悪あ
く

世せ

と
云
わ
れ
る
末
法

に
於
い
て
お
題
目
を
唱
え
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
至
福
の
人
生
を

生
き
る
こ
と
が
出
来
る
。 

し
か
し
、
お
題
目
を
持
つ
自

分
自
身
が
悪
縁
に
た
ぼ
ら
か
さ

れ
、
事
に
ふ
れ
て
う
つ
り
や
す

き
物
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。 

日
蓮
大
聖
人
が
四
大
法
難
に

遭
っ
て
も
法
華
経
の
教
え
の
正

し
さ
と
そ
の
ご
守
護
を
霊
験
奇

跡
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
現
世
安
穏 

後
生
善
処
」
こ
の

世
界
に
導
い
て
い
た
だ
く
菩
提

寺
と
お
上
人
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
「
祈
り
、
悟
り
、
行
い
」

を
日
々
心
が
け
、
日
常
生
活
に

於
い
て
真
剣
に
お
題
目
を
唱
え
、

ご
先
祖
様
か
ら
の
繋
が
り
が
親

か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
信
仰

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
る
様

日
々
を
送
り
、
お
題
目
の
輪
を

広
げ
て
い
け
る
自
分
に
な
れ
る

様
日
々
努
め
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

       

意
義
あ
る
一
日
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                        

投

稿

欄 

 

 

 

民間車検工場 
井上自動車株式会社 
福岡市博多区麦野 1-1-38 
TEL：092-581-4607 

         FAX：092-581-4796 

都
市
高
速 

筑紫通り 

麦野交差点 

県道 112 号 

ｳｴｽﾄ 

筑紫通り入口 

（１５） 

信行会主催特別講演にて法話を  
される 戸田教栄上人 

大太鼓を叩いて唱題修行を 

する筆者の植村さん 



        

1
月 

休 

会 

2
月 

法 

話 

3
月 

お
経
の
練
習 

4
月 

法 

話 

5
月 

仏
事
作
法 

6
月 

法 

話 

7
月 

写 

経 

8
月  

三
沢
清
正
公
堂 

大
掃
除
の
為
休
会 

9
月 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
法
話 

10
月 

法 

話 

11
月 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
法
話 

12
月 

施
餓
鬼
総
供
養
会
の
日

に
信
行
会
主
催
で
来
賓

講
師
に
よ
る
特
別
講
演

を
行
い
ま
す
。 

     

※
老
若
男
女
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
日
程
は
変
更
の
あ
る
場
合
が 

あ
り
ま
す
。
事
前
の
案
内
を

ご
確
認
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

               

                        

                        

 

 

 

 

 

                          
                           

                                

 檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％

引きとさせていただきますので、ご気軽に

ご来店下さいませ。お待ちしております。 

名菓ひよ子 イオン大野城店 
大野城市錦町 4 丁目 1-1  

イオン大野城 1 階 

０９２－５９２－２１２６ 

笑顔合せ 2,100 円 
ひよ子、ひよ子サブレー、ピィナンシェ詰合せ 

地
方
発
送
承
り
ま
す 

ＴＥ Ｌ  
Ｆ ＡＸ  

（１６） 

信
行
会
年
間
行
事
予
定 

実
施
日 
毎
月
第
一
日
曜
日 

 
 
 
 

祈
祷
祭
終
了
後 

 
 
 
 

午
後
12
時
よ
り 

写経修行の様子 法話会の様子 

ひ
よ
子 

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ポ
ッ
キ
ー 

 

ク
ッ
キ
ー
に 

名
菓
ひ
よ
子
の
あ
ん
を
練
り
こ
ん
で 

美
味
し
く
で
き
ま
し
た 

ひよ子 

マカダミアチョコレート 

１箱（18 本入り） 1,050 円 

1 袋 
（3 個×6 包入） 

840 円 



                        

                        

                        

                        

行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

8/4 順教院日英法尼、忌明け・納
骨式が正干与人久留米市妙正寺御
住職田中潮佑僧正の御導師の下、
厳粛に営まれました。 

10/14 お会式桜つくり 

役員並びに檀信徒有志約 20 名の 

ご協力を頂きお会式桜が本堂内
にきれいに咲き誇りました。 

12/23 信行会主催特別講演 

の様子 

12/27 お正月御宝前並に諸堂
お供え餅の餅つき会、約 20 名
の役員・檀信徒有志の皆さんの
御協力を頂きました 

（１７） 

9/27 糟屋郡須恵町法華寺に於て
西門中会主催「お題目のつどい」に
当山より８名参加しました。 

10/3 久留米市石橋文化センタ
ーに於て筑後地区門中会主催の
川施餓鬼大法要に当山より 28 名
参加しました。 

10/1 浄行様後方のお会式桜
が咲き始めました。 

11/7 志賀島元寇園教会の芋
ほり会、今年は小粒ながら沢山
取れました。後日皆様にご供養
致しました。 

11 月上旬 川久保地区船越
順一家より、懸崖作りの菊鉢
をお供えして頂きました。 

12
／
２ 

三
沢
清
正
公
堂
に
有
志

の
方
に
よ
り
手
摺
り
が
設
置
さ
れ

ま
し
た 



 

   
◎
１
月
20
日
（第
３
日
曜
） 

 
 
 

午
前
10
時
よ
り 

・婦
人
会
主
催
寒
修
行 

◎
２
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭
、
節
分
追
儺
会 

◎
２
月
24
日
（第
４
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
３
月
３
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
３
月
17
日
（
日
）
～
23
日
（
土
） 

 
 

 

早
朝
よ
り 

・春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

◎
３
月
24
日
（第
４
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
４
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
４
月
14
日
（第
２
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・花
ま
つ
り 

釈
尊
降
誕
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 

   

◎
５
月
５
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
５
月
26
日
（第
４
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

・平
成
25
年
檀
信
徒
総
会 

 

◎
６
月
２
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 
◎
６
月
16
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

・順
教
院
日
英
法
尼 

一
周
忌
法
要 

◎
７
月
７
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
７
月
21
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・土
用
丑
秘
法
ほ
う
ろ
く
灸 

祈
祷
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
７
月
28
日
（第
４
日
曜
） 

午
前
９
時
よ
り 

・盆
前
大
掃
除 

 

◎
８
月
５
日
（第
一
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

午
後
12
時
よ
り 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

◎
８
月
７
日
（水
）～
15
日
（木
） 

早
朝
よ
り 

・盂
蘭
盆
棚
経
廻
り 

◎
８
月
18
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・盂
蘭
盆
施
餓
鬼
供
養
会 

             

                        

平
成
25
年
行
事
予
定
（１
月
～
８
月
） 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

 
※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
発
送
し
ま
す
案
内
で

ご
確
認
下
さ
い
。 

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

（８
月
・
12
月
・１
月
は 

諸
行
事
の
為
休
み
ま
す
） 

 

・
12
月
の
信
行
会
は
特
別 

講
演
と
な
り
ま
す 

 
・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 

（１８） 


